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扶
桑
町
の
公
共
下
水
道
は
平
成

扶
桑
町
の
公
共
下
水
道
は
平
成
1919
年
４
月
１
日
に
供
用
開
始
し
て
か
ら

年
４
月
１
日
に
供
用
開
始
し
て
か
ら
1515
年
目
年
目

を
迎
え
、
令
和
３
年
４
月
１
日
に
新
た
に
約

を
迎
え
、
令
和
３
年
４
月
１
日
に
新
た
に
約
77
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
供
用
開
始
す
る
こ

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
供
用
開
始
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

公
共
下
水
道
を
整
備
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、多
く
の
建
設
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
を
整
備
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、多
く
の
建
設
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

こ
の
費
用
の
一
部
を
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
地
区
の
方
に
負
担
し
て
い

こ
の
費
用
の
一
部
を
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
地
区
の
方
に
負
担
し
て
い

た
だ
く
の
が
、
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
（
受
益
者
負
担
金
）
で
す
。

た
だ
く
の
が
、
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
（
受
益
者
負
担
金
）
で
す
。

◆
受
益
者
負
担
金
と
は

　

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
生
活
環
境
が
向
上
し
、
快
適
な
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
公
共
下
水
道
は
整
備
さ
れ
た
地

域
の
方
だ
け
が
利
用
で
き
る
施
設
で
、
町
民

の
方
の
税
金
の
み
で
下
水
道
の
建
設
費
を
ま

か
な
う
こ
と
は
、
著
し
い
不
公
平
を
招
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。「
受
益
者
負
担
金
制
度
」は
、

下
水
道
を
利
用
で
き
る
方
に
対
し
、
負
担
の

公
平
を
図
る
た
め
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

扶
桑
町
で
は
、
末
端
管
渠
整
備
に
使
わ
れ
た

相
当
額
の
費
用
を
、
土
地
の
所
有
者
等
に
負

担
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
負
担
金
は
土
地

に
１
回
限
り
の
賦
課
と
な
り
ま
す
。

（例）231㎡ ( 約 70坪 ) の土地を持つ場合

 　負担金額　231㎡× 400円　　  ＝ 92,400円

●１年 4期・5年 20期に分けて支払った場合

　  5,000 円（初年度第１期）　　　＝　5,000 円

　  4,600 円（残りの納期）× 19回＝ 87,400 円

●初年度第１期までに全額納付された場合

　  納期前納付報奨金がついて、77,220 円

　※１期ずつ分けて納付する場合に比べ、全額　

　　を一括で納付した場合、報奨金がつくため、

　　15,180 円のお得です。

◆
受
益
者
負
担
金
の
算
出
方
法

　

負
担
金
の
額
は
対
象
の
土
地
面
積
に
、
１

㎡
あ
た
り
４
０
０
円
を
掛
け
て
算
出
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
１
０
０
㎡
の
土
地
を
持
つ
方
で

す
と
、
１
０
０
㎡
×
４
０
０
円
で
４
万
円
の

負
担
金
が
発
生
し
ま
す
。

◆
受
益
者
負
担
金
の
支
払
方
法

　

今
回
、
供
用
を
開
始
し
た
地
区
内
の
土
地

の
所
有
者
等
に
は
、
事
前
の
申
告
内
容
に
基

づ
い
て
、
７
月
初
旬
に
納
付
書
を
郵
送
し
ま

す
。（
口
座
振
替
の
方
に
は
、
口
座
振
替
通

知
書
を
郵
送
し
ま
す
。）

　

納
付
は
５
年
に
分
割
し
、
１
年
を
４
期
に

分
け
た
計
20
回
で
納
め
る
方
法
、
各
年
度
の

第
１
期
ま
で
に
１
年
分
を
一
括
で
納
め
る
方

法
及
び
残
り
の
負
担
金
を
一
括
で
納
め
る
方

法
の
３
通
り
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
第
１
期
の
納
期
限
ま
で
に
一
括
納

付
さ
れ
ま
す
と
納
期
前
納
付
報
奨
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
期
間
に
応

じ
延
滞
金
が
発
生
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

◆
受
益
者
が
変
わ
っ
た
ら

　

受
益
者
負
担
金
を
納
め
終
わ
る
前
に
相
続

や
売
買
等
の
理
由
で
受
益
者
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
、
す
み
や
か
に
役
場
へ
「
下
水
道

事
業
受
益
者
変
更
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
届
出
後
は
新
し
い
受
益
者
に
納
付
書
を

◆
受
益
者
負
担
金
の

　

税
務
上
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

事
業
ま
た
は
、
不
動
産
貸
付
な
ど
の
業
務

を
営
ん
で
い
る
方
は
、
業
務
に
使
用
し
て
い

る
部
分
に
つ
い
て
「
繰
延
資
産
」
と
し
て
、

そ
の
償
却
費
を
必
要
経
費
に
算
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
「
繰
延
資
産
」
と
は
、
不
動
産
所
得
、
事

業
所
得
、
山
林
所
得
又
は
雑
所
得
を
生
ず
べ

き
業
務
に
関
し
個
人
が
支
出
す
る
費
用
で
、

支
出
の
効
果
が
支
出
し
た
日
か
ら
１
年
以
上

に
及
ぶ
も
の
を
い
い
ま
す
。

　

業
務
に
使
用
し
て
い
る
面
積
（
㎡
）
に

４
０
０
円
を
乗
じ
て
繰
延
資
産
の
金
額
を
算

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
納
期
前
納
付
報
奨
金
が
交
付
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
報
奨
金
を
差
し
引
い
た

額
が
繰
延
資
産
の
額
に
な
り
ま
す
。

　

申
告
に
関
す
る
こ
と
は
、
税
務
署
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

送
付
し
ま
す
。
届
出
の
様
式
は
都
市
整
備
課

窓
口
の
他
、
扶
桑
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
下
水
道
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
　

都
市
整
備
課　

内
線
２
８
５
〜
２
８
８

  
下
水
道
事
業

下
水
道
事
業

    
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て

受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て

下水道マスコットキャラクター
　

スイスイ

都
市
整
備
課　

内
線
２
８
６

１
階　
　

番
窓
口

●●５

　
　
　

学
校
教
育
課　

内
線
３
４
３

２
階　
　

番
窓
口

●11

た
ん
ぽ
ぽ

た
ん
ぽ
ぽ
出
張
出
張
相
談
の
ご
案
内

相
談
の
ご
案
内

〜
お
子
さ
ん
の
養
育
で
悩
ま
れ
て
い
る

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
〜

　

お
子
さ
ん
の
発
達
が
気
に
な
る
保
護
者
の

方
や
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
養
育
で
不
安

の
あ
る
保
護
者
の
方
を
対
象
に
、
た
ん
ぽ
ぽ

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
、
気
軽

に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
夏
季
休
業
中
に
出

張
相
談
を
２
日
計
画
し
ま
し
た
。
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
是
非
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘
密
を
厳
守
し
ま

す
。

▼
日
時
・
場
所

①
８
月
５
日
（
木
）

　

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
４
時

　

小
牧
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

②
８
月
６
日
（
金
）

　

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
４
時

　

扶
桑
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
み　

７
月
16
日
（
金
）
ま
で

※
電
話
予
約
制
で
す
。
事
前
に
電
話
で
「
た

　

ん
ぽ
ぽ
出
張
相
談
参
加
希
望
」
の
旨
を
お

　

伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
予
約
受
付
時
間　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を

　

除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
費
用　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
立
一
宮
東
特
別
支
援
学
校

　

 

た
ん
ぽ
ぽ
相
談
係

　

一
宮
市
丹
羽
字
中
山
１
１
５
１
番
地
１　

　
　
　

☎
０
５
８
６
（
51
）
５
３
１
１

聞
こ
え
の
心
配
な
乳
幼
児
を

聞
こ
え
の
心
配
な
乳
幼
児
を

お
育
て
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

お
育
て
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

　
「
音
に
反
応
し
な
い
」「
名
前
を
呼
ん
で
も

振
り
向
か
な
い
」

　

地
域
で
こ
の
よ
う
な
お
子
さ
ん
の
子
育
て

で
悩
ん
で
い
る
保
護
者
の
方
は
、
一
日
で
も

早
く
、
県
立
一
宮
聾
学
校
の
乳
幼
児
教
育
相

談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
「
聞
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
は
、
３
歳
ま

で
に
そ
の
基
礎
が
確
立
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、「
聞
こ
え
」
に
よ
る
「
こ

と
ば
」
の
遅
れ
に
対
す
る
教
育
は
、
早
け
れ

ば
早
い
ほ
ど
効
果
が
上
が
り
ま
す
。
少
し
で

も
お
子
さ
ん
の
「
聞
こ
え
」
や
「
こ
と
ば
」

に
不
安
を
抱
か
れ
ま
し
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
教
育
相
談　

悩
み
や
子
育
て
へ
の
ア
ド
バ

　

イ
ス
、
聞
こ
え
に
関
す
る
簡
単
な
検
査
を

　

行
い
ま
す
。

▼
乳
幼
児
教
室　

聞
こ
え
や
聞
こ
え
に
よ
る

　

こ
と
ば
に
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
と
保
護

　

者
を
対
象
に
し
た
個
別
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
（
２
歳
児
は
、
週
１
回
の
集
団
指
導
も
行
っ

　

て
い
ま
す
。）

▼
進
路
相
談　

難
聴
の
お
子
さ
ん
の
進
路
相

　

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
相
談
は
、
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は

　

お
電
話
く
だ
さ
い
。

※
相
談
、
聴
力
測
定
、
指
導
料
は
無
料
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

県
立
一
宮
聾
学
校

　

幼
稚
部
主
事
又
は
教
育
相
談
担
当

　

一
宮
市
大
和
町
苅
安
賀
字
上
西
之
杁
30

　
　

☎
０
５
８
６
（
45
）
６
０
０
０

　
　

℻  
０
５
８
６
（
43
）
４
４
６
２

　
　
　

学
校
教
育
課　

内
線
３
４
３

２
階　
　

番
窓
口

●11

町
へ
（
子
育
て
支
援
に
関

す
る
事
業
の
た
め
に
）

一
、
金
五
十
万
円　
　
　
　
　
　
　

某　

様

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う

町
立
保
育
園
・
つ
く
し
学

園
へ

一
、
遊
具
一
式
（
金
五
十
万
円
相
当
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

某　

様

扶
桑
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

一
、
金
五
千
円　
　
　
　
　
　
　
　

某　

様

一
、
金
二
万
円　
　
　
　
　
　

さ
く
ら　

様

義　援　金

　日本赤十字社愛知県支部扶桑町分区へ上記の
金額が寄せられました。ご協力ありがとうござ
いました。

4月 3日～ 5月 7日分
◆平成 30年 7月豪雨災害義援金
　（役場義援金箱）
◆令和 2年 7月豪雨災害義援金
　（役場義援金箱）
◆令和 3年 2月福島県沖地震
　災害義援金（役場義援金箱）

金     655 円

金     630 円

金  1,542 円

　4月 11 日（日）に総合体育館において、
長年にわたり本協会の発展に寄与され
た方々に表彰状が授与されました。

✿ 

令
和
２
年
度

　

  

扶
桑
町
体
育
協
会
表
彰

お
め
で
と
う

お
め
で
と
う

表彰者（敬称略） 種　目 表彰内容

稲
いながき

垣　芳
よしのぶ

伸 軟式野球 長年にわたり協会発展に寄与

仲
なか た

田　定
さだよし

儀 ソフトボール 長年にわたり協会発展に寄与

小
こむ ろ

室　昌
まさゆき

之 ソフトボール 長年にわたり協会発展に寄与

古
こい け

池　　鎭
しずめ

グラウンド・ゴルフ 長年にわたり協会発展に寄与

飯
いい の

野　雅
まさちか

愛 グラウンド・ゴルフ 長年にわたり協会発展に寄与

堀
ほり

　　直
なおよし

由 グラウンド・ゴルフ 長年にわたり協会発展に寄与

中
なかやま

山　森
もりゆき

幸 グラウンド・ゴルフ 長年にわたり協会発展に寄与


